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　目的　黄去の紅公で(I 、衣服・突用的磯能々ヽご重視きれていnt< -今日のμ会てヽヽは、れ合

り. ､viヽ理白g, 美的欲ボに関する衣服の役割μ重字体を僧している0これ卜対応ヽしX 衣服f^

廃棄され-bと* もこれ* でとμ莫な, re基準でヽ廃象されていゐこと i｀^期侍ごれ心。ここでヽ｀

μヽ衣服の房棄μとヽ’のような基準μエ、て行わ八ていゐヵ、、^ の俸盆を解明し、これび女

性め/ 0 <りヽらso 代にいた心年齢層によ,てとヽヽのように異なる力ヽを検討しμ。
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